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発刊にあたり 

半導体総合研究所（略称:SRL）は、日本の半導体産業が絶好調だった 1989 年に発足、その活

動領域として半導体に関連した企業間の提携・合弁、その基盤となる知的財産運営、さらには貿

易、外交などに焦点を当てた研究活動を行ってきた。その背景には、世界の頂点に昇りつめた日

本の半導体産業が、抱えていた欧米との貿易摩擦の激化、その先行した日本を追い上げる韓国、

台湾などの環境下で、どうしたら日本の産業に対する評価を高め、その役割を向上することが出

来るか、われわれの活動を通じて何かしら貢献できることを願っていた。 

これらの研究は、欧米の提携先と共同で行い、時間とともに目的はより明確になり、半導体産

業では、その運営は、他企業あるいは他国家など外部との関係を上手に経営することがより重要

になるという一つの結論を得た。提携先は、これらを”External Management”と呼び、この表現は、

シリコンバレーなどでも理解をいただいた。 

日本語での表現は、対外経営、くだけていえば「うまい付き合い方」といったら良いだろうか。

かつて世界最大の半導体メーカーであり同じく世界最大の半導体ユーザーだった IBM は、その

半導体事業で常に”Make”、”Buy”、”Sell” つまり「作る」「買う」「売る」どれが最適か、注

意深く、慎重に検討していた。日本でも、ソニーは、古い時代（40 年近く前）は、半導体では、

外部から買えるものは作らず、ソニーの独創品以外はやらないと責任者が語っていたのと同じで

あろう。 

「半導体商社」は、「作る」以外は、「買う」「売る」という重要な役割を果たしており、

SRL では、常にその動静を研究してきた。われわれは作る側の半導体企業、それから買う側の

電子機器メーカーに関しても常に研究しているが、半導体商社は、その両方と密接な関係を保ち、

近年はサプライチェーン（供給網）を提供している。 

一時は世界の頂点にあった日本の半導体産業は、その後、米国の復興、韓国や台湾の台頭から

後退を強いられ苦境にある。日本の家電情報通信機器産業も同じ傾向だ。半導体商社も例外でな

く、本誌が「整理・統合時代に入った」という題名を使っているように大きな変革期に入ってい

る。 

本誌は、半導体商社に焦点を当て、その歴史、現状を様々な角度から分析、今後を展望してい

る。また、この分野の世界的な変化、それは半導体企業、またユーザーである電子機器メーカー、

製造受託会社（EMS）等の動向も多角的にまとめた。 

このところわが国産業は、苦難続きで、閉塞感が漂い、ややもすれば明るい展望を描きにくい

状況にある。本誌は今置かれている状態を理解し、今後を想定する選択肢を示している。いろい

ろな方向、それらの選択は、この分野に活気と豊かさをもたらすと確信している。 

株式会社半導体総合研究所 代表取締役 大竹 修 
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